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１．はじめに 
 平成 28 年 12 月 21 日に中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学
校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（以下，「中教審答申」という。）を踏まえ，平




































 学校における ICT 環境の整備状況を確認し，ICT 活用授業の中でも特に今後広がりが期待され「次
期学習指導要領の大きな軸」となるタブレット端末の活用授業事例について検討する。 
（1）ICT環境の整備状況と教員養成の課題 
 ICT を活用した学習活動を進めていくには，言うまでもなく ICT 環境の整備が不可欠である。文部
科学省は，「2020 年代に向けた教育の情報化に関する懇談会」最終まとめ（平成 28 年 7 月 29 日）に




















（文部科学省「2020 年代に向けた教育の情報化に関する懇談会」最終まとめ 平成 28 年 7 月
29 日） 
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ラス用 PC やタブレット型 PC の台数では，10 台以下の自治体が多くの割合を占めている。特に，タ
ブレット型 PC は少なく，10 台以下の自治体の割合は，小学校，中学校で 8 割以上となっている。 
 校種に関わらず，学校内での教育用コンピュータの導入先としては，パソコン教室がほとんどであ
る。普通教室への整備台数が平均 5 台以下である自治体は 98％以上となっており，普通教室への教育
用コンピュータの普及がほとんど進んでいない状況が分かる。 
 教育用コンピュータと大型提示装置の整備率が高いセグメントでは半数の教室が無線 LAN 環境と
なっており，教育用コンピュータはタブレットタイプの割合が高い。 
 ネットワークについて，普通教室における LAN 整備率は校種の違いは少なく，概ね 100％近い整
備率となっている。一方，ほとんど整備されていない自治体も、小学校では 7％存在する。普通教室








 文部科学省が設置した「学校における ICT 環境整備の在り方に関する有識者会議」は平成 29 年 7
月 10 日，学校設置者である地方自治体による計画的な情報通信技術（ICT）機器の導入に向けた議論
の「最終まとめ」(5) を了承し， ICT を効果的に使用するため，教員の指導力向上なども必要である
と指摘している。このような状況下で新小学校学習指導要領及び新中学校学習指導要領の総則におい


























































① （文章などを）読む  
② （映像などを）見る， ☆
③ （声・音や音楽を）聞く ☆
④ （文字や文章を）打つ・書く  









































③これから教育現場で活用が広まることが期待される ICT を活用した授業のつくり方を学ぶ。 
6）授業計画： 
第１回 数と計算の進化         第２回 和算のクイズ  
第３回 和算の遊び           第４回 答えの決まらない数学  
第５回 不思議な計算          第６回 星形の秘密  
第７回 ペグゲームとハノイの塔    第８回 デジタル教科書とタブレット端末 
第９回 バズゲームとエジプト式かけ算  第 10 回  模擬授業① 
第 11 回 模擬授業②・模擬授業③       第 12 回 模擬授業④・模擬授業⑤ 
第 13 回 模擬授業⑥・模擬授業⑦       第 14 回 模擬授業⑧・模擬授業⑨  
第 15 回 模擬授業⑩・学修のまとめ  
 






10 回から第 15 回では，全体を各 4 名程度の 10 グループに分け，指定された学年の教材の中から自









SKYMENU Class である。 









は，表 2 のとおりである。 
 
（2）指導の工夫 
 本演習における指導の工夫として，次の 5 点があげられる。 
①15 回の演習の前半で数学的活動を体験することを通して，算数授業の本質が数学的活動にあるこ
とを学んでいること 
②模擬授業時間を 30 分とし，ICT を取り扱いたい部分を焦点化した授業プランを考えるようにし
たこと 







 ここでは特に ICT機器活用に関わる第8回から第15回までの特徴的な模擬授業の概要をまとめる。 































2）2017年 6月 21日 第 10回 模擬授業① 








3）2017年 6月 28日 第 11回 模擬授業② 











4）2017年 7月 5日 第 12回 模擬授業④ 










図 3 デジタル教科書の活用場面 
 
図 5 マーキング機能を活用する場面 
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5）2017年 7月 12日 第 13回 模擬授業⑦ 
 第 5学年「分数のたし算とひき算」 
 分母のちがう分数の足し算と引き算ができるようになる
ことをねらいとして，デジタル教科書にある問題（1/5L と




6）2017年 7月 19第 14回 模擬授業⑧ 








7）2017年 7月 26日 第 15回 模擬授業⑩ 










 ICT を活用することに関する質問紙調査（①ICT 機器活
用の興味・関心に関する問い 4 問，②ICT 活用の容易さに
関する問い 4 問，③ICT 機器活用についての自信に関する
問い 4問，④ICTを授業へ活用する意欲に関する問い 4問，
⑤ICT を学ぶ意欲に関する問い 4 問，⑥ソフト使用の自信
に関する問い 4 問，⑦学校現場での経験に関する問い 3 問，全ての設問とも「とてもそう思う」から
「全くそう思わない」までの 5 段階評定尺度を用いた）を模擬授業の開始前（2017 年 6 月 7 日）と
模擬授業最終日（2017 年 7 月 26 日）の 2 回に渡り同一問題にて集合調査を実施した。なお，調査に
際しては，被験者にデータの活用目的を伝え，承諾を得ている。 
 ここでは，①から⑦の項目の内，本講義で関連深い①から⑤について結果を整理する。なお，全受
講者 38 名の内，実施したアンケート 2 回の回答すべてに欠落がなかった 25 名を分析の対象とした。






図 8 教材提示装置を活用する場面 
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1回目 2回目
1 デジタル教科書の活用に興味がある 7.4 7.2
2 電子黒板の活用に興味がある 7.7 7.3
3 書画カメラの活用に興味がある 7.4 7.0
4 タブレットの活用に興味がある 7.3 7.0
5 デジタル教科書の活用は簡単である 4.3 4.2
6 電子黒板の活用は簡単である 4.6 4.2
7 書画カメラの活用は簡単である 5.5 5.8
8 タブレットの活用は簡単である 4.3 3.9
9 デジタル教科書の活用に自信がある 3.1 3.9
10 電子黒板の活用に自信がある 3.6 3.8
11 書画カメラの活用に自信がある 4.4 5.3
12 タブレットの活用に自信がある 3.8 3.9
13 デジタル教科書を実際の授業で活用してみたい 6.5 6.6
14 電子黒板を実際の授業で活用してみたい 6.8 6.2
15 書画カメラを実際の授業で活用してみたい 7.8 7.4
16 タブレットを実際の授業で活用してみたい 6.6 6.3
17 デジタル教科書の活用を学びたい 7.5 7.6
18 電子黒板の活用を学ぶ必要がある 7.6 7.9
19 書画カメラの活用を学びたい 7.7 7.5







えない」を 5 点，「どちらかといえばそう思わない」を 4 点，「全くそう思わない」を 1 点として集計





































 また，タブレット端末の活用では，初めは教師用機器 1 台のみの使用だったが，グループに 1 台の
使用へと変容していった。写真に撮り投影し共有することに始まり，複数の考えを比較することに用
















































 学生 A の 7 回の模擬授業の振返り（表 4）に代表されるように，学生たちの ICT を活用した模擬授
業を観る視点に変化が現れている。 
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